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▲新幹線高架下の現状

木村  晴恵

松岡  光子

問　

避
難
所
で
も
あ
る
体
育

館
や
学
校
は
、
教
職
員
や
住

民
が
利
用
す
る
。
誰
も
が
病

に
な
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

設
置
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

播
中
北
校
舎
を
学
校
と

協
議
し
、
設
置
の
方
向
で
検

討
。
平
米
数
に
よ
っ
て
基
準

も
あ
る
が
、
施
設
に
あ
わ
せ

安
全
か
つ
快
適
に
整
備
が
出

来
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

問　

ど
こ
に
行
っ
て
も
オ
ス

ト
メ
イ
ト
ト
イ
レ
が
あ
る
と

い
う
町
づ
く
り
を
目
指
す
べ

き
で
は
。

答　

導
入
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
の
で
、
検
討
し
な
が

一

般

質

問

公明党

日本共産党

オストメイト用トイレ設置を

新幹線高架下の景観と活用を

改修工事で整備を検討

地域での話し合いから

町　長

山口理事

▲平成25年度自治会長研修会

▲周辺整備が急務の大池

福原  隆泰

岡田  千賀子

問　

自
助
・
互
助
（
共
助
）・

公
助
の
基
盤
と
な
る
自
治
会

に
対
す
る
町
の
見
解
は
。

答　

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
調
整

機
能
を
中
立
公
正
に
発
揮
す

る
機
能
を
備
え
、
住
民
と
行

政
が
役
割
分
担
し
、
対
等
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
組
織

で
あ
る
。

問　

清
水
町
政
の
下
、
８
年

間
に
わ
た
る
自
治
会
へ
の
加

入
率
の
推
移
は
。

答　

平
成
19
年
３
月
末
で
約

87
％
、
平
成
26
年
３
月
末
に

お
い
て
約
81
％
で
あ
る
。

問　

総
合
計
画
で
は
平
成
27

問　

今い
ま

里ざ
と

傳で
ん

兵べ

衛え

記
念
碑

な
ど
を
集
約
し
た
新
井
大
池

広
場
と
た
め
池
周
辺
の
安
全

対
策
や
整
備
計
画
は
。

答　

平
成
27
年
度
県
の
補
助

事
業
と
し
て
、
管
理
用
道
路

（
堤
体
）
の
舗
装
、
転
落
防

止
柵
の
設
置
、
駐
車
場
整
備

な
ど
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

問　

広
場
の
開
設
時
期
と
管

理
体
制
は
。

答　

開
設
時
期
は
地
元
と
協

議
し
て
決
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
た
め
池
は
地
元
の
所

有
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元

と
新
井
水
利
組
合
で
管
理
さ

れ
る
。

年
度
の
目
標
値
が
87
％
で
32

年
度
の
目
標
値
が
90
％
だ
が
、

現
状
の
加
入
率
が
低
下
す
る

要
因
と
そ
の
対
策
は
。

答　

単
身
世
帯
の
増
加
、
生

活
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
の
多

様
化
に
よ
っ
て
、
自
治
会
活

動
に
参
加
し
づ
ら
く
な
り
、

加
入
率
の
減
少
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
町
に
あ
っ
た
対
策

を
研
究
し
て
い
る
。

問　

加
入
率
の
低
い
単
身
世

帯
の
加
入
に
あ
た
っ
て
、
宅

建
協
会
や
不
動
産
協
会
と
連

携
し
て
加
入
促
進
の
た
め
の

協
定
を
締
結
し
、
協
力
を
求

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　

他
の
地
域
で
協
定
を
締

結
し
て
い
る
こ
と
は
確
認
し

て
い
る
。
加
入
の
強
制
は
で

き
な
い
が
、
場
合
に
よ
っ
て

は
締
結
の
た
め
に
研
究
を
し

た
い
。

問　

加
入
促
進
を
支
援
す
る

た
め
に
Ｐ
Ｒ
度
の
低
い
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
が
必
要
で

あ
り
、
役
員
が
勧
誘
に
お
い

て
役
立
つ
ち
ら
し
や
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る
べ
き
で
は
。

答　

通
り
一
遍
の
内
容
で
は

な
く
、
住
民
の
方
に
関
心
の

高
い
防
災
の
こ
と
な
ど
内
容

を
工
夫
し
検
討
し
た
い
。

一

般

質

問

新政会

青雲21

自治会への加入促進を

新
しん

井
ゆ

大
おお

池
いけ

広場の開設は

事例を研究し検討する

地元と協議して決めていく

大西理事

大西理事

ここを　  うここを　  う問問町政

委
託
は
困
難
。

問　

振
動
・
騒
音
な
ど
の
住

環
境
改
善
策
と
し
て
ス
ペ
ー

ス
使
用
許
可
を
。

答　

無
償
貸
与
の
頃
も
あ
っ

た
が
今
は
有
償
。
内
容
に
よ

る
が
要
望
は
考
え
て
い
な
い
。

就
学
援
助
制
度
の
拡
充
を

援
助
項
目
の

追
加
は
し
な
い

教
育
長

問　

自
公
内
閣
は
、
生
活
保

護
基
準
を
引
き
下
げ
た
。
就

学
援
助
制
度
の
適
用
基
準
も

生
活
保
護
基
準
を
参
考
に
し

て
い
る
が
、
町
の
対
応
は
。

答　

他
の
制
度
に
影
響
が
な

い
よ
う
文
科
省
か
ら
要
請
が

あ
り
、
25
年
度
の
基
準
を
適

用
し
就
学
援
助
を
認
定
。

問　

来
年
以
降
も
生
活
保
護

基
準
引
き
下
げ
に
連
動
せ
ず
、

独
自
の
手
立
て
で
対
象
者
を

減
ら
さ
な
い
取
り
組
み
を
。

答　

近
隣
市
町
の
動
向
を
見

て
進
め
る
。

問　

援
助
項
目
の
追
加
は
。

答　

一
部
学
校
に
て
免
除
し

て
お
り
、
追
加
し
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

▼
ご
み
広
域
化
は
コ
ス
ト
削

減
に
な
る
の
か

▼
地
方
教
育
行
政
改
定
案
は

問　

ハ
ス
な
ど
水
生
植
物
の

浄
化
作
用
機
能
を
用
い
た
水

質
保
全
対
策
は
。

答　

水
生
植
物
だ
け
で
は
な

く
、
池
干
し
や
清
掃
な
ど
地

元
と
協
議
し
な
が
ら
行
っ
て

い
き
た
い
。

学
童
保
育
の
拡
充
を

子
育
て
支
援
事
業

計
画
で
検
討

町
長

問　

学
童
保
育
待
機
児
童
の

解
消
策
は
。

答　

申
込
者
数
が
定
員
を
超

過
す
る
場
合
、
定
員
の
１
・

２
倍
ま
で
指
定
管
理
者
が
許

可
で
き
る
よ
う
に
規
則
改
正

を
行
っ
た
。

問　

南
小
学
校
学
童
の
希
望

者
増
加
対
策
は
。

答　

校
舎
の
増
築
工
事
に
よ

る
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

新
制
度
移
行
に
あ
た
り

準
備
状
況
は
。

答　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

に
お
い
て
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
を
審
議
・

策
定
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼
雨
水
対
策
に
つ
い
て

▼
高
齢
者
見
守
り
対
策
に
つ

い
て

ら
新
た
に
造
る
施
設
に
つ
い

て
は
必
要
条
件
を
満
た
し
た

設
計
を
す
る
。
既
存
の
施
設

に
つ
い
て
は
少
し
ず
つ
整
備

し
、
可
能
な
限
り
実
施
す
る
。

福
祉
の
町
づ
く
り
と
し
て
公

共
が
先
導
の
役
割
を
担
う
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
導
入
普
及
を

カ
ー
ド
の
様
式
を

協
議
す
る

町
長

問　

高
齢
者
・
障
が
い
者
が
、

災
害
な
ど
不
測
の
緊
急
時
支

援
と
し
て
、
意
思
表
示
す
れ

ば
わ
か
る
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を

導
入
し
、
不
安
感
を
取
り
除

く
こ
と
が
大
切
で
は
。

答　

地
域
支
援
協
議
会
で
素

案
が
あ
り
、
色
々
な
方
の
特

性
に
あ
わ
せ
、
文
言
な
ど
今

後
詰
め
て
い
く
。
様
式
決
定

後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
啓

発
す
る
方
向
で
検
討
。

問　

見
守
る
側
、
見
守
ら
れ

る
側
の
連
携
が
大
事
。
住
民

全
体
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
町

づ
く
り
を
す
る
べ
き
で
は
。

答　

相
互
に
情
報
の
共
有
を

図
り
、
住
民
の
方
々
の
協
力

や
共
助
を
得
て
バ
リ
ア
の
な

い
町
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
む
。

問　

新
幹
線
開
通
か
ら
42
年

経
過
。
高
架
下
は
７
公
園
、

４
駐
車
場
、
貸
付
用
地
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
今
後

の
活
用
予
定
は
な
く
、
多
く

は
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
。

新
幹
線
高
架
下
を
含
む
地
域

の
景
観
の
創
出
や
活
用
は
。

答　

第
１
種
住
居
地
域
で
、

自
分
た
ち
の
土
地
建
物
を
含

め
ど
ん
な
景
観
を
形
成
す
る

の
か
、
地
域
で
の
話
し
合
い

が
必
要
と
考
え
る
。

問　

草
刈
り
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
実
施
要
望
を
。

答　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
一
括
で

単
価
契
約
し
て
お
り
部
分
的

▲オストメイト設置の多目的トイレ
　（役場第２庁舎）


